
令和 8 年度 久米川保育園 すくわくプログラム計画書 

 

【テーマ：感じよう・自然】 

 

【対象クラス】０歳児から５歳児、全クラス 

 

【テーマ設定理由】 

本園では、「子どもが自ら育とうとする力を支える保育」を実践してきた。昨年度の実践にお

いては、ミミズなどの自然物との出会いを通して、子どもたちが「触りたい」「見たい」「不思議

だな」という思いを起点に、繰り返し自然と関わろうとする姿が見られた。 

この過程で、子どもたちが身近な自然環境から感覚的に多くのことを学び、その体験を遊びの

中で再現・展開させていくことが明らかになった。一方で、園内の自然体験に留まる傾向も見ら

れたことから、地域の自然環境（園周辺の公園・季節の草花など）との継続的かつ意図的な関係

を育んでいく必要が認識された。 

本年度は年間テーマ「感じる毎日、広がるみんな」のもと、「感じる」（五感を通した気づき・

探究）をテーマとする。子どもたちが季節の移ろい、自然との出会い、素材の違いを体いっぱい

で「感じる」体験を通して、興味・関心を広げ、探究活動へつなげていくことを目的とする。 

 

【活動スケジュール】 

（実施期間：令和８年５月〜12 月） 

【4〜6 月】五感で感じる 

・園庭・散歩先での季節の自然探索 

・土・草・花・水など、素材の感触・温度・においを体験 

・虫など生き物との出会い 

・見つけたものを観察トレイに置いて、いつでも触れられる環境づくり 

【7〜9 月】感じたことを表現する 

・体験したことを言葉や身体で表現（「ふわふわだった」「つめたかった」など） 

・自然物を使ったごっこ遊びの展開 

・友だちと感じたことを見せ合う・伝え合う時間 

・季節の変化（枯れ始める、実がなるなど）への継続的な関心 

【10〜12 月】経験を遊びで再構成する 

・感じた素材や季節の変化を、室内の製作遊びで再現 

・自然物を使った表現活動（トレー、壁面装飾など） 

・秋から冬への季節の移ろいを、複数の素材や活動で表現・比較 

・発信活動（保護者や他クラスへの展示・共有） 

 

【予想される活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり】 

・ 「つめたい」「ふわふわ」など、感じたことを自分の言葉で表現する姿 

・ 「きううもるるかな」」と特定の場所や素材に繰り返し関心を示す姿 



・見つけたものを友だちに渡す、一緒に触れるなど、経験を共有する姿 

・季節の変化に気づく（「枯れちゃった」「色が変わった」など） 

・体験したことを遊びの中で再現する（土で遊ぶ、草で飾るなど） 

※保育者は、子どもの小さな気づきや感動を受け止め、その気づきをさらに拡げるような環

境再構成や言葉かけを心がける。子どもの問いや興味を活動に固定化させず、次の探究へと

自然につなげる関わりを行う。 

 

0 歳児 

保育者に抱かれながら、風や光、葉の揺れ、土の感触など身近な自然に全身で出会う。春夏の暖

かさ、秋冬の肌寒さや落ち葉のかさかさした感触など、季節の変化を肌やまなざしで受けとめら

れるよう、自然に触れる機会をていねいに設けていく。 

1 歳児 

つつじの花びらや雨水、虫、土、落ち葉など、外に出るたびにさまざまな自然物に自らの手で触

れ、「びちうびちう」「つめたい」など感じたことを声や言葉で表しながら探索していく。季節が

変わるごとに出会うものが変わる自然の移り変わりを、繰り返しの体験を通して感じとってい

く。 

2 歳児 

草や虫、泥、木の実など、季節ごとに出会う自然物をじっくり見たり触ったりしながら、「かた

い」「やわらかい」「なんでだろう」と感じたことや疑問を自分の言葉で表す。保育者や友だちと

一緒に見つけたものを見せ合ったり、試したりしながら、気づきを共有していく。 

3 歳児 

育てている野菜や園庭の草花、虫などを継続して観察し、色や形、におい、感触の違いに気づき

ながら比べたり確かめたりする。「どうしてかれたの」」「これ、なんていうの」」などの問いが

生まれるよう、保育者は子どもの気づきを丁寧に受けとめ、図鑑を見たり友だちと話し合ったり

する環境を整えていく。 

4 歳児 

出会った生き物や植物への関心を日々の観察や記録へとつなげ、変化や成長に継続して目を向け

る。秋以降は落ち葉や木の実を集めて比べたり、冬の自然の静けさや変化に気づいたりしなが

ら、「感じたこと」が「考えること」へ広がるような探究の流れを大切にしていく。 

5 歳児 

五感を通して感じた自然の様子を、言葉や絵、製作などで表現しながら記録し、友だちや異年齢

の子ども、保護者に伝えることで探究を深めていく。季節の移り変わりの中で自分なりに問いを

立て、調べ、確かめるという一連の探究の循環を経験し、学びの土台を育てていく。 

 


